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機会を得て、こうした、未知の領域を、ひとり旅をしていると、 
明⽇の期待より、眼前の機会、⼀期⼀会というか、好天気の花⿃⾵⽉の光景。 

誰も、⽂句は⾔わない、⾃由な状況、しかし、⾃業⾃得の⾃⼰責任。 
下記の、こうした光景も夢とロマン、映画のワンシーン？ 想像をかきたててくれる。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 



山はみどり 野に花 人にはこころ 
 

夜道になったが、ホワイトホースは、何度か、取材で訪ねている。 
まず、修理⼯場を確認。運よく、リーズナブルな宿も、私には、いい⽴地で、ゲット。 

部屋の外の光景は、ラッキーな、久楽（クラーク）好みの、⾃然の中。 
翌朝、⽬に⾶び込んできた、カーテンを開けた光景。 

 
 
 

   
 
 
 

 


